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   Statistical observation was made on the status of lipsotrichia, status of hairing (beard, 
chest bristle, pubisure and leg bristle), status of canities, coital frequency, habits of foods and 
tasts and occupation on 434 patients with prostatic hypertrophy, 47 patients with prostatic cancer 
and 40 patients with reserved controls who visited the Department of Urology at Hiroshima 
University Hospital. Comparative analysis showed that the patients  with prostatic hypertrophy 
have a tendency of fainting forehead hearing and thinning of bearing, but many patients with 
prostatic cancer showed thick bearing. The chest bristle was not observed in most of patients 
with prostatic hypertrophy, while it was seen in 30% of the patients with prostatic cancer. 
Concerning the pubisure, more than  a half of patients with prostatic hypertrophy were noted 
to have horizontal type I and II or sagittal type I, while more than 60% of patients with pro-
static cancer showed sagittal type II or acuminate type. On the leg bristle, the patients with 
prostatic cancer had thicker hairing than with prostatic hypertrophy or controls. Status of 
canities were not different between the groups. A tendency of higher coital frequency was 
noted in patients with prostatic hypertrophy. Further, the patients with prostatic hypertrophy 
had a trend to take more fatty food in every age group than the other patients. There was 
no noticeable difference on occupation between the groups.
1緒 論
著者は第1編 において前立腺肥大症患者は重
量級体重で身体の幅が広 く下肢が短 く胸囲お よ
び啓部の大なる者が比較的多 く見 られ,こ れに
反し前立腺癌患者では中等度および軽量級体重
で痩身の者が多 く見 られることを報告 した.今
回は広島大学附属病院泌尿器科へ来院した前立
腺腫瘍患者について頭髪の状態,体毛の状態(髪




























































皿 検 査 成 績
(1)前立腺腫瘍愚者の頭髪の状態にっいては表1に
　 　ち






%,対 照老人6%で あり前立腺肥大癖0%に 比して多
い.Eの 状態のものは前立腺癌13%であ り前立腺肥大
症20%,対照老人17%に比してやや少い.Fの 状態の
ものは前立腺癌8%で あ り前立腺肥大症3%,対 照老
人3%に 比して多い.Gお よびHの状態のものはとも























水平型1と 水平型■は 前立腺肥大症が おのおの32
%,34%と前立腺癌おのおの3%,10%,対照老人5






































































































































































表4体 毛 の 状 態(陰 毛)






































































































































































































































肉 等 濃 厚 食 事 208 48 200 46 139 32
野等淡 白食菜事 104 24 lO9 25 126 29
偏 食 な し 122 28 126 29 169 39
好 む
アル コール 普 通
嫌 い
226 52 234 54 221 51
122 28 126 29 74 17
87 2Q 74 17 95 22
タ バ コ 221 51 217 50 226 52
甘 党 1Q4 24 91 21 122 28
好 む
コ ー ヒ ー 普 通
コ コ ア
69 16 61 14
200 46 195 45一
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あ ま り差 を 認 め な い.
(4)前立 腺 腫瘍 患 者 の性 交 回数
前 立 腺 肥 大 症 で は週 平 均 回数 は結 婚 当 初6.25回で多
く20才代 は3.29回,つい で30才代,40才 代,50才代,
60才代,70才 代 に お いて は お の お の2.30回,1.79回,
1.35回,O.61回,O.09回,と徐 々 に減 少 して い る.前
立 腺 癌 に つ い て は 週 平 均 回 数 が 結 婚 当初5.19回で多
く,20才代,30才 代,40才代,50才 代,60才代,70才
代 は お の お の3.40回,2.36回,1.42回,1,09回,O.22
回,0.09回で あ る,
(5)前立 腺 腺 瘍 患 老 の 食事 の傾 向 お よび嗜 好




















肉 等 濃 厚 食 事 13 28 12 26 6 12
野菜等 淡 白食事 10 21 14 30 22 47
偏 食 な し 24 51 21 44 19 41
好 む
アル コー ル 普 通
嫌 い
23 48 24 51 21 44
13 28 14 30 13 28
11 23 9 19 13 28
タ ノく コ 24 52 23 49 25 53
甘 党 12 26 11 23 15 31
好 む
コ ー ヒ ー 普 通
コ コ ア
嫌 い
7 15 6 12
22 47 19 41








農 業 171 39.3 20 43.1 17 42.5
無 職 75 17.3 7 14.3 6 15
商 業 56 12.9 5 12,2 5 12.5
公 務 自 由 業 59 13.7 6 13.1 5 12。5
会 社 專 務 員 48 11.1 4 9.6 4 10
工 員 ・労 務 者 18 4.2 3 7.5 2 5






































癌の間に大体一定 の体 格を有 してい ることは第
1編で述べた.こ れはMercier(1949),Blatt
(1926),Moskowicz(1932),Draper(1924),
Hutter(1929)等の研究か らも推察 され,緒 論
で述べた ごとく前立腺腫瘍患者 の体格 におけ る
傾向が判 明 した.Blatt(1926)等のい う前立腺
肥大症患者 は肥満体で赤 ら顔,短か く太い頸,大
きい よ く発達 した胸,色素の多い乳頭,著 し く弛
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緩 した腹,き めの細い湿 っぽ く毛 の少い皮膚,
骨盤が広 く,年 令的に早 く性的機能 の消失す る
いわゆ る"女 性 タイプ"が 多い とされ ている.
これ らの うち の体質 の傾向 につ いて具体的 な数
値 を得 る 目的で前立腺腫瘍患者678名,対 照老
人40名の計測お よび問診 を行 なった.そ の結果
を図表等を中心に考察 を逐次行 な う.ま つ,頭
髪の状態につい て鳥居(1929)は前額髪 際を形
成す る線を前額毛髪付着部 といい,高 槻(1938)
は禿髪線 とい ってお り,鳥 居(1929)はこれを
轡曲度に よって強度,中 等度,軽 度 の3度 に分
け,高 槻'(1938)はこの分類 に従 って年令的推
移を調べ てい る.ま た久保(1916,1917)は円
型,尖 型,方 型,側 方型 に分類 している.著 者
はそ の頭髪 の型を表1の 図 の ごと くに分類 し,
お のお のの占める比率 を観察 した.疾 患 に著 し
い相違は見 られ なかったが,前 立腺肥大症 では
他 の前立腺癌や対照老 人に比較 して頭髪 の薄 い
禿頭 の強 い傾 向が うかがわれ る.体 毛 は第2次
性徴 を示 す顔面 の硬毛,男 子 の陰毛,胸毛,四肢
硬毛等が ある.髪 髭 には口部 の髭,顎部 の髪,頬
部 の髭が あ り,Pemkopf(1934),Patzelt(1926)
はその密度 を1cm2に つ き30～40本と計測 し,
本邦人 では三木(1934)が観察 してい る.著 者
は これ等 を基 準に して客観的に観察を行ない,
その度合 を"非 常 に薄い もの","薄 い もの",
"普通 の もの"
,"濃いもの","非 常に濃い も
の"に 分類 した.前 立腺肥 大症 では"非 常に薄
い もの"が 多 く見 られ,前 立腺 癌では"濃 い も
の""非 常に濃 いもの"が 比較 的多 く見 られた.
胸部硬毛 は男子 に特有 な もので胸骨部 を中心 と
して左右 に種 々に発毛 してい る.密 度 について
は,谷 口(1935)によれば,1cm2に つ き平均
して57才で71本,70才で87本とい う数値 を示 し
てい る.著 者 の観 察 した例では胸部硬毛 の無 い
ものが多 い.数 本 のものを微量 とし,数 十本 あ
るものを濃い,数 え られ ない程多 い ものを非常
に濃いに分類 した.前 立腺肥大症で は胸部硬毛
の無い ものがほ とんどであった.前 立腺癌 では
胸部硬毛 を有す る ものが約30%近い数値 を示 し
てい る.陰 毛は その分布 の形状が男女間 でかな










型1,H,矢 状型LH,尖 圭型,分 散型の6
型に分類 した.前 立腺肥大症 では 水平型1,































めなかった.種 々の生活状態,生 活態度,食 生























られ,野 菜等淡白食事を前立腺癌では多 く取 る






業,事 務員,商 業,教 員その他 となっており,
三浦(1956)によれば無職,商 業,農 業,会 社
員,労 務者職工,公 務自由業の順であり報告者
により異る.著者が調べた処前立腺肥大症,前
立腺癌,対 照老人の3者 ともに農業が1番多 く
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